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1．は じ め に

アメリカ地球物理学連合 (American Geophysical Union)

の 2012年秋季大会 (AGU 2012 Fall Meeting) は，アメリ

カ合衆国サンフランシスコ市にて 2012年 12月 3日〜7

日に開催された．今大会は Fall Meetingが開催されるよ

うになって 45回目の大会である．開催場所は例年通り

Moscone Centerであるが，年々参加者の増加などもあり

North, SouthそしてWestの 3つの建物を使うようになっ

た．最近の特徴として，セッションスケジュールやお知

らせを携帯端末のアプリケーションを配布して提供する

ようになったことや，ポスター発表者が ePostersと呼ば

れる AGU の専用ウエブサイトに，ポスターや映像の

ファイルをおいて自由に見られるようになっているのが

あげられる．また，今年から SWIRL と呼ばれるセッ

ションカテゴリーが設けられて，3 つのテーマ Char-

acterizing Uncertainty，Dust and Aerosolsと Subductionが

SWIRLのテーマであった．なお，後述にて報告するセッ

ションは Dust and Aerosolsのテーマとして SWIRLセッ

ションとされた．

なお，報告者は日本火山学会の国際会議セッション提

案奨励事業から渡航のための補助金をいただいた．ここ

に関係各位のご配慮に深く感謝する．この事業は若手研

究者の国際学会へのセッション提案を奨励するために

2011年に設けられた事業である．セッション提案の活

性化を通じて，国際学会における日本の火山学の認知度

を高めると共に，世界の火山学における若手の先導的な

活動を奨励することにより，日本の火山学の活発化を図

ることを目的としている．

2．セッション報告

ここで報告するセッションは Vulcanian Eruptions :

Field Observations, Experimental Constraints, and Integrated

Modelingで，Volcanology, Geochemistry, and Petrologyの

セクションに属している．なお，このセッションの共催

セクションは Geodesy, Natural Hazards と Seismology で

ある．このセッションの目的は，ブルカノ式噴火を様々

な手法から多角的にとらえて理解するのが目的である．

そのため，多項目の地球物理観測やガス観測，噴出物分

析，屋内実験，そして数値シミュレーションといった研

究からの発表を期待した．講演数は，口頭発表セッショ

ンが 8講演でポスターセッションが 14講演であった．

なお，ポスター発表のうち 1講演は当日キャンセルで

あった．口頭発表セッションは大会 3日目（12月 5日，

水曜，午前 8時〜10時半）で，ポスターセッションは同

日の午後 1時 40分〜午後 6時にあった．コンビーナー

は，中道治久（名古屋大学），Gregory Waite（ミシガン工

科大学），横尾亮彦（京都大学）と Jacopo Taddeucci（イタ

リア地球物理学・火山学国立研究所）である．

ここからはセッションの講演についての報告をする．

なお，発表形態（口頭・ポスター）による区別はしない．

このセッションでは招待講演を西村太志氏（東北大学），

Joachim Gottsmann 氏（ブリストル大学）と Alejandra

Arciniega-Ceballos氏（メキシコ国立自治大学）にお願い

した．このセッションでは複数項目の同時観測からの研

究が多く，発表された全 22件のうち 12件あった．この

うち地震とインフラサウンドを含めた同時観測によるも

のが最多で 8件であった．ということは，ブルカノ式噴

火を繰り返す火山においては地震とインフラサウンドの
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観測は標準であると言えよう．

次にアプローチ別に発表内容について報告する．大量

のデータから噴火の規模や頻度の統計的性質について調

べた研究が 2件あった．Nishimura et al.は桜島，諏訪之

瀬島，Semeru火山について地震と地殻変動連続観測デー

タに基づいて爆発の規模と間隔に着目し，爆発の規模は

冪乗則に従うが，発生間隔はポアソン過程に従わないこ

とを明らかにした．また，Steele et al.は Tungurahua火山

における地震とインフラサウンドのエネルギー比から火

口の閉塞と開放の度合いの時間変化を議論した．ブルカ

ノ式噴火のデータが豊富になってきたことにより統計的

研究が可能となってきた．そのため，統計的研究から異

なる火山や発生時期について爆発プロセスの共通点や相

違点がより明確になっていくだろう．

複数項目の同時観測は数週間程度のキャンペーン観測

が主体で，項目としては地震，インフラサウンド，重力，

熱，可視映像，ガス放出率があげられる．まず，地震と

インフラサウンドを含めた複数項目の観測について述べ

る．Nakamichi et al.は諏訪之瀬島の火口付近にて地震ア

レイ観測を行い，爆発地震の震源と振幅，インフラサウ

ンドの振幅との関係を調べ，火道内部での状態変化を議

論した．Gottsmann et al.は Soufriere Hills火山の噴火につ

いて噴石を伴う激しい爆発と灰を放出する小規模の爆発

について地震，インフラサウンド，重力の波形を比較し

た．そして，爆発源の深さは小規模爆発は火口付近であ

るが，噴石を伴う爆発の場合はより深いことを明らかに

した．Waite et al.は Fuego火山にて地震，インフラサウ

ンド，可視映像，ガス放出率のキャンペーン観測を行っ

てきた．超長周期地震の波形の特徴から 3タイプに分

け，これらのタイプの違いは噴火火口の違いと噴火様式

の違い（ブルカノ式噴火とガス放出）であることを他の

項目の観測データを考慮して見いだした．他には，De

Angelis et al.はアリューシャン列島の火山噴火を地震と

インフラサウンドのアレイ観測から遠隔検知するシステ

ムについて紹介した．Terbush et al.は Tungurahua火山の

地震とインフラサウンドのアレイ観測を行い，フィッ

シャーの正確検定を用いて波形の相関から多数の噴火イ

ベントの検知を行った．Del Bello et al.は Santiaguito火

山において熱と可視の映像，可聴域音波とインフラサウ

ンドの観測を行い，地震データとの比較を行った．そし

て，溶岩ドームの表面温度と成長速度，噴出した火山灰

流量，地震波とインフラサウンドの振幅に明瞭な正相関

を見いだした．Donne et al.は Soufriere Hills火山におい

て熱とインフラサウンドの観測を行った．そして，ブル

カノ式噴火にともなって発生した超長周期地震シグナル

と比較して噴火の開始時間，噴煙の放出速度と流量を検

討した．以上のように，地震とインフラサウンドの観測

は噴火検知から噴火プロセスの理解まで幅広く活用され

ていると言えよう．

地震以外の観測とインフラサウンド観測を組み合わせ

た事例について述べる．Sacks and Baines は Soufriere

Hills火山において体積歪とインフラサウンドの観測か

ら噴火によって励起された対流圏重力波を検出した．

Yokoo et al.は桜島火山においてインフラサウンドのアレ

イ観測を行い，火口方向以外からの波の到来を明らかに

した．そして，姶良カルデラ壁による回折波や反射波で

あると解釈した．Lacanna et al.は霧島火山に展開されて

いるインフラサウンド観測網データを用いて桜島噴火に

よるシグナルを解析した．そして，地形の効果と大気構

造を考慮してモデリングし，季節によってインフラサウ

ンド伝搬に違いがあること示した．

地震観測を主体とした研究を述べる．Lees et al.は

Tungurahua火山にて発生した地震波形から周波数変化

を調べ，火山性微動の周波数の変調と遷移を見いだし，

火口直下にあるガス溜まりの大きさの変化で説明した．

Uchida et al.は 2000年の噴火後のガス放出期にある三宅

島の B型地震のモーメントテンソルインバージョンを

行い，震源とメカニズムからガス放出との関連を議論し

た．Takeo et al.は新燃岳 2011年噴火に伴う傾斜変動か

ら円筒型圧力源と地形効果を考慮した傾斜モデリングに

より傾斜変動源の深さの変化を明らかにし，爆発的噴火

に伴う火口内溶岩の破壊強度の不均質性の上昇を示唆し

た．

屋内もしくは数値実験による研究は 3 件あった．

Kueppers et al.は爆発的噴火の際の火砕物噴出の放射角

度が大きいほど放出速度が系統的に増加することを示し

た．また，Arciniega-Ceballos et al.は Popocatepetl火山の

軽石を使った爆発的噴火の実験にて急減圧による破砕プ

ロセスに伴う地震動を再現した．Minami et al.は桜島の

マグマ蓄積プロセスについて数値シミュレーションを行

い，火道半径，マグマ供給率そしてマグマの圧縮率が噴

火前の山体の膨張・収縮を説明する重要なパラメータで

あることを示した．これらの実験による研究は観測パラ

メータを非常に強く意識した研究で観測結果の理解に重

要な役割を果たしている．

3．お わ り に

このセッションでは日本の機関所属の筆頭著者の発表

は 7件で最多であった（米国が 5件で次点）．また，観測

対象火山毎の発表件数が多いのは桜島火山が 4 件，

Tungurahua 火山が 4 件で同位最多，次に Soufriere Hills

火山が 3件だった．Tungurahua火山には JICAプロジェ
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クトによって構築された地震とインフラサウンドの観測

網 (Kumagai et al., 2007) があり，ここで紹介した研究に

活用されている．よって，本セッションの対象としたブ

ルカノ式噴火の研究において日本は大きな貢献をしてい

ると言えよう．

引 用 文 献

Kumagai, H., Yepes, H., Vaca, M., Caceres, V., Naga, T.,

Yokoe, K., Imai, T., Miyakawa, K., Yamashina, T., Arrais,

S., Yasconez, F., Pinajota, E., Cisneros, C., Ramos, C.,

Paredes, M., Gomezjurado, L., Garcia-Aristizabal, A., Molina,

I., Ramon, P., Segovia, M., Palacios, P., Troncoso, L.,

Alvarado, A., Aguilar, J., Pozo, J., Enriquez, W., Mothes, P.,

Hall, M., Inoue, I., Nakano, M., Inoue, H. (2007) Enhanc-

ing volcano-monitoring capabilities in Ecuador. Eos Trans.

AGU, 88 (23), 245-246, doi : 10.1029/2007EO230001.

AGU Fall Meeting 2012セッション報告 309


